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格か

く

致ち

日に

っ

新し

ん

  

〜
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
を
語
る
〜

第22回

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
（
以
下
、
Ｓ

Ｏ
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
知
的
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
と
共
に
、
知

的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
を
認
め
受
容
す
る
社
会

の
実
現
を
目
的
と
し
て
、
一
九
六
八
年
に
ア
メ

リ
カ
で
創
設
さ
れ
た
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
組
織

で
あ
る
。
本
活
動
が
始
ま
っ
た
一
九
六
〇
年
代

当
時
、
知
的
障
害
者
は
社
会
か
ら
隔
離
、
差
別

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
否
定
的
価
値
観
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
。
Ｓ
Ｏ
創
設
者
で
あ
る
ユ
ニ
ス
・
ケ
ネ

デ
ィ
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
は
、
知
的
障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
才
能
や
可
能
性
を
信
じ
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
彼
ら
の
生
活
の
質
を
高
め
、
社
会

の
否
定
的
な
固
定
観
念
や
差
別
的
態
度
を
変
え

る
た
め
生
涯
を
捧
げ
た
人
で
あ
る
が
、
彼
女
が

生
涯
貫
い
た
信
念
は
、
現
在
も
社
会
を
変
え
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｏ
は
、
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
始

ま
っ
た
活
動
だ
が
、
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
促
進
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
知
的
障
害
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
（
以

下
、
ア
ス
リ
ー
ト
）
と
知
的
障
害
の
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
（
以
下
、
パ
ー
ト
ナ
ー
）
が
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
「
ユ
ニ
フ
ァ

イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
Ⓡ
」
を
提
唱
し
、
世
界
的
に
推

進
し
て
い
る
。
ア
ス
リ
ー
ト
と
パ
ー
ト
ナ
ー
は

日
頃
か
ら
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
で
、
競
技
中

は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
し
て
、
日
常
で
は
仲
間
、

友
だ
ち
と
し
て
、
お
互
い
の
個
性
を
理
解
し
、

信
頼
を
深
め
、
助
け
合
う
関
係
を
構
築
し
て
い

く
と
い
う
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

る
。
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
Ⓡ
に
は
三
つ
の

モ
デ
ル
が
あ
る
が
、
今
回
は
、「
ユ
ニ
フ
ァ
イ

ド
ス
ポ
ー
ツ
Ⓡ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

（
以
下
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
）
を
取

り
入
れ
た
「
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
、
競
技
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
身
体
運
動
全
般
を
対
象
に
実

施
す
る
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
た

め
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
を
提
供
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
学
校

や
地
域
の
ク
ラ
ブ
等
と
の
連
携
含
め
、
様
々
な

場
所
で
開
催
で
き
る
。
ま
た
、
共
生
社
会
を
目

指
す
上
で
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

少
な
く
と
も
二
五
％
が
ア
ス
リ
ー
ト
か
パ
ー
ト

ナ
ー
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る

が
、
同
モ
デ
ル
で
は
、
全
て
の
参
加
者
に
と
っ

て
意
義
の
あ
る
参
加
で
あ
る
限
り
、
構
成
比
率

に
つ
い
て
は
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

は
じ
め
に

ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
Ⓡ
と
は

ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
Ⓡ
に
見
る 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
可
能
性

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
～
知
的
障
害
者
と
共
に
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
～
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格致日新格致日新   【かくちにっしん】物事の道理や本質を追い求めて知識を深め、日々向上していくこと

　
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
と
は
、
Ｓ
Ｏ
が
学

校
と
連
携
し
、
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
Ⓡ
の

機
会
を
児
童
や
生
徒
等
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
共
生
社
会
の

実
現
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
世
界

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
（
以

下
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
）
に
お
い
て
も
、
現
在
、
ユ
ニ
フ

ァ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
の
普
及
に
注
力
し
て
お
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
教
育
現
場
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に

お
け
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
な
り
得
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
昨
年
か
ら
主
に
小
学
校

を
対
象
に
モ
デ
ル
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
令
和
五
年
度
『
令
和

の
日
本
型
学
校
体
育
構
築
支
援
事
業
』
を
受
託

し
、
長
野
県
内
の
小
学
校
三
校
で
モ
デ
ル
授
業

を
展
開
し
て
い
た
。
モ
デ
ル
授
業
は
、
対
象
学

年
や
授
業
構
成
等
は
各
校
と
調
整
し
て
い
る

が
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
側
で
用
意
し
た
基
本
単
元
を
ベ
ー

ス
に
担
当
教
諭
と
相
談
の
上
、
授
業
を
実
施
し

て
い
る
。
な
お
、
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ク
ー
ル

は
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
が
講
師
を
派
遣
す
る
形
で
全
授
業

を
行
う
の
で
は
な
く
、
各
校
の
担
当
教
諭
中
心

に
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
構
成
し
て
い
る
。

　
各
校
で
は
、
知
的
障
害
、
自
閉
症
、
情
緒
障

害
、
肢
体
不
自
由
等
の
障
害
の
あ
る
児
童
と
障

害
の
無
い
児
童
が
、
全
一
〇
回
で
構
成
さ
れ
た

授
業
を
合
同
で
受
け
て
い
る
が
、
中
・
重
度
の

知
的
障
害
児
童
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル

体
験
の
み
を
障
害
の
無
い
児
童
と
一
緒
に
行
っ

て
い
る
。

　
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
Ⓡ
体
験
で
用
い
て

い
る
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
と
い
う
競
技
は
、
ス
テ
ィ

ッ
ク
を
使
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ボ
ー
ル
を

相
手
チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル
に
入
れ
て
得
点
を
競
い

合
う
室
内
の
ゴ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
Ｓ
Ｏ

公
式
競
技
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
な

ル
ー
ル
を
守
れ
ば
安
全
性
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
り
、
小
学
一
年
生
等
の
低
学
年
か
ら
親
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

　
北
欧
で
は
人
気
の
高
い
競
技
だ
が
、
日
本
で

は
マ
イ
ナ
ー
な
競
技
で
あ
り
、
初
め
て
経
験
す

る
児
童
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
児
童

全
員
が
初
め
て
経
験
す
る
た
め
、
得
意
、
苦
手

と
い
っ
た
競
技
に
対
す
る
先
入
観
を
も
た
ず
取

り
組
め
る
点
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
軽
い
ボ

ー
ル
が
コ
ー
ト
上
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
転
が

る
た
め
、
参
加
者
全
員
が
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
確

率
が
高
く
な
り
、
全
員
が
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き

て
い
る
実
感
が
も
ち
易
い
こ
と
等
が
特
徴
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
点
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
教
材
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
、
モ
デ
ル

授
業
を
通
じ
て
見
え
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｏ
で
は
、
同
程
度
の
競
技
能
力
ご

と
に
競
い
合
う
た
め
の
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ニ
ン
グ
と

い
う
競
技
形
式
や
、
チ
ー
ム
競
技
で
の
参
加
が

難
し
い
競
技
能
力
の
低
い
ア
ス
リ
ー
ト
に
対
し

て
、
個
人
ス
キ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
（
シ
ュ
ー
ト
や

ド
リ
ブ
ル
等
で
競
い
合
う
個
人
種
目
）
が
設
定

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｏ
独
自

の
競
技
形
式
や
ル
ー
ル
を
学
び
な
が
ら
フ
ロ
ア

ボ
ー
ル
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
児
童
自
ら
が
、

ど
う
す
れ
ば
全
員
で
楽
し
く
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
話
し
合
い
、
工

夫
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
モ

デ
ル
授
業
の
担
当
教
諭
か
ら
は
、
ユ
ニ
フ
ァ
イ

ド
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

見
学
中
心
だ
っ
た
特
別
支
援
学
級
の
児
童
が
、

通
常
学
級
の
児
童
と
一
緒
に
体
育
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
報
告
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ク
ー
ル

の
取
り
組
み
は
端
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ

り
、
実
践
校
は
、
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
モ
デ
ル
校
で
の
実
践
例
を
活
か
し
、
よ

り
多
く
の
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
教
材
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
将
来
、
教
員
を
め
ざ
す
学

生
に
向
け
て
も
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
担

い
手
と
し
て
の
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
、
大
学

と
の
連
携
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
の

意
義
と
可
能
性



3　実践レポート

特  集

「やってみよう！ やってみたい！」を
引き出すキャリア発達支援
～地域が教室、地域が学校～

【特集のねらい】学習指導要領では、児童生徒の一人一人の発達を支える視点か
ら、総則において「キャリア教育の充実」が明示されました。これは、児童生徒
自らが日々の学びと将来を関連付け、主体的に学習に取り組めるようにするため
の、対話や支援の重要性を示しています。また、「社会に開かれた教育課程」の
理念を学校と社会が共有し、社会と連携・協働しながら目指すべき学校教育の実
現に向けて、地域との協働活動を展開していくことが求められています。
　また、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」では、「個別最適
な学びと協働的な学びの一体的な実現」が求められています。特に「協働的な学
び」では、多様な人同士の関わり合いや、地域社会での体験活動など、様々な場
面でリアルな体験を通じて学ぶことの重要性が指摘されています。これらは、

「主体的・対話的で深い学び」を具現化していくキーワードとして捉えられてお
り、協働的な「振り返り」や「対話」の重要性にもつながると考えられます。
　そこで本特集では、「『やってみよう！ やってみたい！』を引き出すキャリア
発達支援～地域が教室、地域が学校～」と題して、特別支援教育における、学び
と生活や学びと学びをつなげてきた地域協働活動について再考したい。児童生徒
のキャリア発達を促してきた地域協働活動の意義や教育的効果、学校での学びと
将来の「はたらく」へのつながりについて、有識者から示唆をいただきます。ま
た、知的障害のある児童生徒にとっての地域や生活とのつながりを意識した実践
を紹介し、いまの学びが明日の生活、そして将来につながり、豊かな社会生活を
送るために必要な豊かな学校生活に向けた教育実践について、今一度、確認する
機会としたいと考えます。

［KEY WORD 01］

キャリア発達支援
［KEY WORD 02］

地域協働活動
［KEY WORD 03］

協働的な学び
［KEY WORD 04］

対話的な学び
［KEY WORD 05］

日々の学びと将来とのつながり
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近
年
、
我
が
国
で
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
加
速
し
、
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
特
に
地
方
で
は
そ
の
影
響
が
よ
り
大
き

く
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
統
廃
合
が
進
む
な

ど
、
学
校
教
育
に
も
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。

　
過
去
一
〇
年
間
で
義
務
教
育
段
階
の
児
童
生

徒
数
が
一
割
程
度
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
特

別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
は
一
・
二

倍
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
生
徒
は
二
・

一
倍
、
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
る
児
童
生
徒

は
二
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
（
文
部
科
学

省
、
二
〇
二
三
＊
）。
こ
の
背
景
に
は
多
様
な

ニ
ー
ズ
の
存
在
が
広
く
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と

や
、
そ
の
対
応
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
学
校
教

育
を
終
え
た
後
、
若
者
の
多
く
が
都
市
部
で
の

就
職
を
志
向
す
る
な
ど
、
地
方
で
は
人
口
流
出

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が

続
い
て
い
く
と
、
地
方
で
は
労
働
人
口
が
減
少

す
る
と
と
も
に
、
相
対
的
に
障
害
の
あ
る
人
の

割
合
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
す
上
で
、
多
様
性
を
認
め
合
い
、
す
べ
て
の

人
が
有
す
る
可
能
性
に
改
め
て
着
目
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、
私
た
ち
自
身
の
選
択
や
行

動
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
鑑
み
、
本
稿
を
執
筆
す

る
に
当
た
り
、
二
つ
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん

だ
。
一
つ
は
、
日
本
理
化
学
工
業
の
会
長
で
あ

っ
た
大
山
泰
弘
氏
が
著
書
『
働
く
幸
せ
』（
二

〇
〇
九
）
で
示
し
た
「
皆
働
社
会
」
と
い
う
こ

と
ば
で
あ
る
。
本
書
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
人

が
生
き
生
き
と
働
く
姿
を
と
お
し
て
「
人
は
な

ぜ
働
く
の
か
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
ド
ラ
マ

と
し
て
発
信
さ
れ
て
き
た
の
で
ご
存
じ
の
方
も

多
い
と
思
う
。

　
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
頃
、
筆
者
は
国
立
特
別

支
援
教
育
総
合
研
究
所
で
知
的
障
害
教
育
に
関

す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
て
い
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
日
本
理
化
学
工
業

の
見
学
を
位
置
付
け
、
大
山
氏
か
ら
働
く
こ
と

で
得
ら
れ
る
四
つ
の
幸
せ
に
関
す
る
講
話
を
い

た
だ
い
た
り
、
働
く
当
事
者
の
姿
を
見
て
、
彼

ら
か
ら
働
く
こ
と
に
対
す
る
思
い
を
聞
い
た
り

し
、
対
話
を
重
ね
た
。
そ
し
て
大
山
氏
の
熱
意

に
溢
れ
る
こ
と
ば
に
感
銘
を
受
け
、
働
く
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
本
書
で
は
彼
ら
の
働
く
姿
を
と
お
し
て
大
山

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
を
踏
ま
え
、

求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
社
会

一

共
生
社
会
と
皆
働
社
会

二

地域協働活動がもたらす 
教育的効果とキャリア発達の 

相互作用
全日本特別支援教育研究連盟副理事長・本誌編集長・弘前大学教職大学院教授　菊地　一文

「やってみよう！ やってみたい！」を引き出すキャリア発達支援 ～地域が教室、地域が学校～
特集

論 説
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論 説
特集

「やってみよう！ やってみたい！」を引き出すキャリア発達支援 ～地域が教室、地域が学校～

氏
自
身
や
周
囲
の
社
員
が
変
容
し
て
い
く
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

ま
さ
に
キ
ャ
リ
ア
発
達
の
相
互
性
を
示
し
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
書
で
大
山
氏
は
「
共

生
社
会
」
を
一
歩
進
め
た
、
誰
も
が
働
く
幸
せ

を
感
じ
る
社
会
「
皆
働
社
会
」
を
提
言
し
て
い

る
。
皆
働
社
会
は
上
述
し
た
課
題
の
解
決
に
向

け
た
方
策
の
一
つ
で
あ
り
、
周
囲
に
も
様
々
な

影
響
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
も
改
め
て
注

目
し
た
い
考
え
方
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
知
的
障
害
の
あ
る
当
事
者
で
、
我

が
国
初
の
公
務
員
と
し
て
働
く
明
石
徹
之
氏

と
、
彼
の
母
、
明
石
洋
子
氏
と
の
出
会
い
で
あ

る
。
お
二
人
に
は
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
講
話

の
ほ
か
、
本
誌
等
で
も
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
き

た
。
洋
子
氏
に
よ
る
や
わ
ら
か
な
語
り
か
ら

は
、
徹
之
氏
が
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ヒ

ス
ト
リ
ー
を
と
お
し
て
共
生
社
会
の
形
成
に
向

け
て
重
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
等
、
た
く
さ
ん
の

示
唆
を
得
た
。
長
年
に
渡
っ
て
発
信
し
て
き
た

「
明
石
通
信
」
の
ほ
か
、
著
書
、
講
演
等
の
理

解
啓
発
活
動
に
よ
り
、
明
石
親
子
は
ま
さ
に
障

壁
と
い
う
垣
根
を
越
え
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社

会
を
切
り
拓
く
扉
を
開
い
た
先
駆
者
で
あ
る
。

　
な
お
、
個
人
的
に
徹
之
氏
と
共
に
過
ご
し
て

み
て
、「
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
と
お
し
て
自

分
ら
し
く
よ
り
よ
く
生
き
る
」
こ
と
を
体
現
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
る
方
だ
と
実
感
し
た
。

そ
し
て
彼
と
か
か
わ
る
こ
と
で
元
気
が
湧
き
、

た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
い
た
。
同

様
の
思
い
を
も
っ
た
方
は
多
い
と
推
察
す
る
。

　
ヒ
ト
は
他
者
と
の
多
様
な
関
係
の
中
に
生

き
、
互
い
に
影
響
を
与
え
合
っ
て
い
る
。
共
に

活
動
す
る
こ
と
や
対
話
を
と
お
し
て
多
様
な
他

者
か
ら
影
響
を
受
け
る
と
同
時
に
、
多
様
な
他

者
に
対
し
て
も
影
響
を
与
え
る
存
在
と
言
え

る
。
以
上
の
こ
と
を
改
め
て
整
理
す
る
と
、
共

に
過
ご
し
対
話
す
る
と
い
っ
た
リ
ア
ル
な
体
験

に
よ
っ
て
何
ら
か
の
感
情
が
生
じ
、
そ
の
省
察

（
振
り
返
り
）
に
よ
り
体
験
が
解
釈
さ
れ
理
解

が
進
む
。
省
察
に
よ
り
、
体
験
は
自
身
の
見
方

や
考
え
方
に
影
響
を
及
ぼ
す
確
か
な
経
験
と
な

り
、
次
の
行
動
に
影
響
す
る
、
と
い
う
一
連
の

構
造
が
見
え
て
く
る
。
後
述
す
る
地
域
協
働
活

動
に
よ
る
環
境
側
の
効
果
は
、
こ
の
よ
う
な
当

事
者
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
触
発
さ
れ
、
生
じ

て
い
る
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
心
が
動
く
リ
ア

ル
な
体
験
が
双
方
に
と
っ
て
の
確
か
な
学
び
や

新
た
な
行
動
の
可
能
性
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現

象
を
生
じ
さ
せ
る
仕
掛
け
の
一
つ
が
地
域
協
働

活
動
と
そ
の
前
後
の
学
び
で
あ
る
と
考
え
る
。

１
　世
界
的
潮
流
と
教
育
の
在
り
方
の
再
考

　
サ
ラ
マ
ン
カ
声
明
（
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ペ
イ
ン

政
府
、
一
九
九
四
）
を
起
点
と
す
る
、「
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
促
進
す

る
」
と
い
う
世
界
的
潮
流
を
受
け
、
我
が
国
に

お
い
て
も
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
（
二

〇
一
二
）
に
よ
る
「
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け

た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進
（
報
告
）」
を
は

じ
め
、
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
へ
の
批

准
（
二
〇
一
四
）
に
向
け
て
関
係
法
令
が
改

正
・
整
備
さ
れ
、
そ
し
て
施
行
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
向
を
踏
ま
え
て
公
示
さ
れ
た
現

行
の
学
習
指
導
要
領
等
（
二
〇
一
七
・
二
〇
一

八
）
に
よ
り
、
学
校
現
場
で
は
共
生
社
会
の
形

成
及
び
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築

の
理
念
に
基
づ
い
た
実
践
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、「
地
域
協

働
活
動
」
や
「
交
流
及
び
共
同
学
習
」
等
が
挙

げ
ら
れ
、
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
共
に
学

ぶ
こ
と
や
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
を
志
向
す
る

取
組
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
社

会
全
体
の
課
題
に
対
す
る
解
決
の
方
向
性
と
こ

の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
促

進
は
、
軌
を
一
つ
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。

世
界
的
潮
流
や
地
域
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
地
域
協
働
活
動
の
意
義

三
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は
じ
め
に

　
本
校
は
、
千
葉
県
匝
瑳
市
平
木
に
あ
る
県
立

の
特
別
支
援
学
校
で
あ
る
。
小
・
中
・
高
等
部

で
令
和
五
年
度
一
五
九
名
の
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
。
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
適
切
な
指
導
や
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
、
児
童
生
徒
に
明
る
く
豊
か
な
心

と
、
自
立
し
社
会
参
加
を
し
て
い
く
た
め
に
基

盤
と
な
る
、
た
く
ま
し
く
「
生
き
る
力
」
を
育

成
す
る
こ
と
を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。
今
年

度
中
学
部
は
二
八
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お

り
、
筆
者
は
中
学
部
二
年
生
の
担
任
を
し
て
い

る
。
生
徒
数
は
男
子
八
名
の
学
級
で
あ
る
。
生

徒
た
ち
は
と
て
も
素
直
で
、
毎
日
笑
顔
が
絶
え

な
い
学
級
で
あ
る
。

一

　単
元
に
つ
い
て

１
　
単
元
名
と
単
元
設
定
の
理
由

　
今
回
の
単
元
名
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
様
々

な
働
く
視
点
に
触
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
、

「
み
ん
な
で
仕
事
を
し
よ
う
！
」
と
し
た
。
単

元
設
定
の
理
由
は
、
六
月
の
宿
泊
学
習
の
と
き

の
こ
と
に
あ
る
。「
東
金
青
少
年
自
然
の
家
」

に
行
き
、
室
内
で
の
テ
ン
ト
泊
や
ピ
ザ
作
り
体

験
を
行
っ
た
。
施
設
利
用
後
は
、
み
ん
な
で
広

い
講
堂
を
清
掃
し
、「
○
○
君
、
こ
こ
掃
い
て

も
ら
え
る
？
」
と
い
っ
た
、
そ
の
場
で
の
言
葉

掛
け
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
後
は

自
分
た
ち
で
考
え
、
行
動
で
き
る
場
面
を
少
し

ず
つ
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

今
回
の
単
元
を
設
定
し
た
。
ま
ず
は
清
掃
方
法

に
つ
い
て
再
度
確
認
し
た
り
、
効
率
よ
く
清
掃

す
る
方
法
を
考
え
た
り
、
自
分
の
仕
事
を
時
間

い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
だ
り
す
る
活
動
を
取
り
入

れ
た
単
元
を
設
定
し
、
た
だ
掃
除
や
軽
作
業
を

す
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
を
し
な
が
ら
働
く
や

り
が
い
に
つ
い
て
触
れ
て
い
け
る
よ
う
な
単
元

に
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
単
元
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
三
つ

の
点
に
留
意
し
た
。「
①
場
の
設
定
（
な
る
べ

く
本
物
に
近
い
会
社
作
り
）」「
②
十
分
な
活
動

量
の
確
保
」「
③
達
成
感
が
味
わ
え
る
手
立
て
」

で
あ
る
。
①
の
場
の
設
定
に
関
し
て
は
、
筆
者

自
身
の
短
期
企
業
研
修
の
経
験
を
生
か
し
、
生

徒
の
や
る
気
や
意
欲
を
引
き
出
す
手
立
て
を
取

り
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
た
。
具
体
的
に
は
仕

事
に
必
要
な
様
々
な
道
具
を
用
意
し
た
り
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
り
と
な
る
べ
く
本
物
に
近

い
会
社
を
再
現
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。

実践
レポート

単
元
「
み
ん
な
で
仕
事
を
し
よ
う
！
」

　～
会
社
名
は
「
八
特
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
～

日下　勇

千葉県立
八日市場特別支援学校教諭
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実践
レポート

Theme

単元「みんなで仕事をしよう！」
～会社名は「八特クリーンセンター」～

２
　
単
元
の
計
画

　
単
元
前
半
で
は
、
会
社
の
立
ち
上
げ
を
行

い
、
後
半
は
会
社
と
し
て
活
動
を
行
っ
た
（
表

１
参
照
）。

３
　
単
元
の
目
標

・�
手
順
に
沿
っ
て
軽
作
業
や
清
掃
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
。

・�

場
面
に
応
じ
て
、
正
し
く
道
具
や
清
掃
道
具

を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

・�

目
標
を
も
っ
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
以
上
の
三
つ
を
単
元
目
標
と
し
た
。

二

　実
践
に
つ
い
て

１
　「
八
特
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」の
立
ち
上
げ

　
①
　
会
社
名
と
会
社
概
要
に
つ
い
て
～
本
物
に

近
い
会
社
を
目
指
し
て
～

　
で
き
る
だ
け
本
物
に
近
い
会
社
を
目
指
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ま
ず
は
会
社
名
と
会
社

概
要
を
生
徒
た
ち
に
提
示
し
た
。
会
社
名
は

「
八
特
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」。「
八
特
（
は
ち

と
く
）」
は
「
八
日
市
場
特
別
支
援
学
校
」
の

略
で
、
様
々
な
単
元
で
登
場
し
て
く
る
こ
と
か

ら
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
ワ
ー
ド

で
あ
る
。「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
は
今
回
の

活
動
内
容
が
主
に
、
清
掃
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
た
。
会
社
名
は
生
徒
た

ち
も
す
ぐ
に
覚
え
、「
今
日
か
ら
社
員
だ
！
」

と
意
気
込
む
声
が
聞
こ
え
た
。
た
だ
、会
社
概

要
に
つ
い
て
は
「
会
社
概
要
っ
て
何
？
」「
代

表
っ
て
？
」
と
生
徒
た
ち
か
ら
「
？
」
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
た
。
一
つ
一
つ
説
明
し
て
い
く

と
、
会
社
概
要
や
組
織
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
、
代
表
者
が
担
任
の
名
前
に
な
っ
て

い
た
り
、
社
員
数
は
生
徒
人
数
の
八
名
に
な
っ

て
い
た
り
し
た
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
身
近
な
も

の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

　
②
　
社
員
紹
介
、会
社
モ
ッ
ト
ー
を
決
め
よ
う
！

　
生
徒
た
ち
の
自
己
紹
介
表
を
作
成
す
る
際

は
、
み
ん
な
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
、

様
々
な
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
、Ｈ
Ｐ
と

記
載
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
参
考

コ メ ン ト

特
別
支
援
学
校
中
学
部
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、本
物
の
仕
事
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
生
徒
と
共
に
追
究
し
た
取
組
で
あ
る
。「
仕
事
と
は
何
だ
ろ
う
」「
仕

事
の
や
り
が
い
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
が
生
徒
た
ち
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
「
場
の
設
定
」
に
留
意
し
た
こ
と
は
大
変
参
考
と
な
る
。
仕
事
で
あ

る
か
ら
活
動
量
は
大
切
で
あ
る
し
、「
や
り
が
い
」
を
実
感
す
る
た
め
に
は
仕
事
の
達
成
感
を
大
事
に
し
た
い
。
単
元
を
進
め
る
上
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上
手
に
活
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
参
考
と
な
る
。
何
よ
り
生
徒
た
ち
自
身
が
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
た
ち
か
ら
感
謝
さ
れ
る
喜
び
に
至
っ
た
と
い
う
素
晴
ら
し
い
単
元
で
あ
る
。

表 1　単元計画
月　日 学習活動
９ / ４（月）【導入】（どうして仕事をするのだろう。）

・�高等部実習の様子や働いている先輩方の
様子を知る。
・�清掃関係の仕事を知ったり、働いている
様子を見たりする。
・�「八特クリーンセンター」について知る。
・�担当課や単元の日程を確認する。

９ / ５（火）【会社立ち上げ】
・会社概要を知る。
・みんなで会社モットーを決める。
・�社員紹介ボードを作成する（ポロシャツ
を着て写真撮影）。

９ / ６（水）
～

９ /1４（木）

・二つの課に分かれて活動する。
【清掃課】
・�清掃場所を決める。校内の汚れている箇
所をタブレット端末で撮影する。
・�清掃会社のホームページ等で清掃方法や
掃除の大切さについて学ぶ。
・�生徒たちで清掃場所を決めて清掃する。
【軽作業課】
・�動画を観てペットボトルがリサイクルさ
れる仕組みを知る。
・�分担して仕事を行う（ラベルはがし、洗
浄、潰す、カウンター集計）。

９/1５（金）【まとめ】
・給料日
・�写真や動画を観て単元中の仕事の様
子を振り返る。

・�頑張ったことや反省点、これからの
目標を決める。
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全
日
本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
が

構
成
団
体
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
公
益

社
団
法
人
発
達
障
害
連
盟
は
、
一
九
七

五
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
ア

ジ
ア
精
神
遅
滞
会
議
（
現
、
ア
ジ
ア
知

的
障
害
会
議
）
を
準
備
す
る
た
め
に
、

そ
の
前
年
に
あ
た
る
一
九
七
四
年
に
、

現
、
公
益
財
団
法
人
日
本
知
的
障
害
者

福
祉
協
会
、
一
般
社
団
法
人
全
国
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
、
一
般
社
団
法

人
日
本
発
達
障
害
学
会
、
そ
し
て
、
当

全
日
本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
が
協

力
す
る
こ
と
で
設
立
さ
れ
た
。
現
在
は

開
発
途
上
国
の
発
達
障
害
者
支
援
に
関

す
る
研
究
及
び
援
助
や
諸
外
国
と
の
交

流
に
よ
り
わ
が
国
の
発
達
障
害
者
支
援

の
進
展
を
は
か
る
こ
と
な
ど
を
重
要
な

目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
三
年

に
は
、
日
本
で
は
二
回
目
の
開
催
と
な

る
第
一
六
回
ア
ジ
ア
精
神
遅
滞
会
議
を

開
催
し
て
い
る
。

　
さ
て
、「
令
和
三
年
度
版
　
日
本
語

指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
受
入
状
況

等
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
」
に
よ

れ
ば
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国

籍
、
日
本
国
籍
の
児
童
生
徒
数
も
共
に

大
き
く
増
や
す
中
で
、
そ
の
中
で
も
特

別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
日
本
語

指
導
が
必
要
な
子
ど
も
は
通
常
の
学
校

に
比
べ
て
大
き
く
数
を
増
や
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
日
本
国
内
の
特
別
支
援

教
育
に
お
い
て
も
、
国
際
的
視
点
が
必

要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、
本
来

は
特
別
な
ニ
ー
ズ
教
育
の
こ
と
を
指
し

て
お
り
、
障
害
の
有
無
や
、
障
害
の
種

類
で
は
な
く
、
個
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
教
育
を
目
指
す
こ
と
で
あ

る
。
個
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
は
、
性

別
、
年
齢
、
人
種
、
障
害
、
経
済
状
況

な
ど
、
学
び
の
上
で
支
援
を
必
要
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
外
国
を
ル
ー
ツ
に
す

る
子
ど
も
た
ち
も
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
含

ま
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
別
支
援
教
育

の
諸
課
題
を
日
本
国
内
だ
け
に
絞
る
の

で
は
な
く
、
国
外
に
も
目
を
向
け
る
こ

と
で
、
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
と
は
何

か
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
は
何
か
を

再
検
討
し
た
い
。

　
外
国
を
ル
ー
ツ
に
す
る
子
ど
も
の
支

援
に
お
い
て
は
、
た
だ
日
本
語
を
教
え

れ
ば
、
困
難
が
解
消
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
宗
教
や
文
化
の
違
い

に
よ
っ
て
、
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
の
個
別

対
応
や
、
水
泳
の
指
導
な
ど
に
お
い
て

も
配
慮
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
制
度
そ
の
も
の
の
違
い
も

大
き
い
。
小
学
校
六
年
、
中
学
校
三
年

合
わ
せ
て
九
年
の
義
務
教
育
が
我
が
国

の
特
徴
で
あ
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
義

務
教
育
は
一
二
年
間
で
あ
り
、
イ
ン
ド

は
八
年
間
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
五
年

間
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
で
義
務
教
育

の
制
度
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

学
ぶ
内
容
も
異
な
る
。

全日本特別支援教育研究連盟国際等連携部長・
公益社団法人日本発達障害連盟理事（国際学園星槎大学副学長）　西永　堅

特別支援教育における
国際連携事業
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我
が
国
に
お
い
て
、
漢
字
の
学
習
は

読
み
書
き
の
学
習
に
お
い
て
と
て
も
重

要
で
あ
り
、
小
学
校
で
は
、
一
、
〇
二

六
字
を
学
習
し
、
中
学
で
は
、
一
、
一

〇
〇
字
の
残
り
の
常
用
漢
字
を
学
習
す

る
。
中
国
で
は
、
三
、
五
〇
〇
字
程
度

の
漢
字
を
義
務
教
育
で
学
ぶ
そ
う
で
あ

る
。
漢
字
を
使
う
国
は
、
文
字
の
種
類

が
他
国
と
比
べ
て
非
常
に
多
い
。
ま

た
、
中
国
で
は
、
基
本
的
に
は
一
つ
の

漢
字
に
一
つ
の
読
み
と
な
っ
て
い
る
そ

う
で
あ
る
が
、
日
本
は
、
音
読
み
訓
読

み
な
ど
複
数
の
読
み
方
が
あ
り
、
同
じ

文
字
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
脈
に
よ
っ

て
読
み
方
が
違
う
た
め
、
そ
の
特
殊
な

ル
ー
ル
を
覚
え
な
い
と
い
け
な
く
、
そ

れ
が
苦
手
な
子
ど
も
も
い
る
。

　
同
じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
使
っ
て
い

る
英
語
と
イ
タ
リ
ア
語
で
も
、
ロ
ー
マ

字
読
み
が
基
本
の
イ
タ
リ
ア
語
と
、
同

じ
ス
ペ
ル
で
も
単
語
に
よ
っ
て
読
み
方

が
異
な
る
英
語
で
は
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
の
有
病
率
に
差
が
あ
り
、
英
語
の
方

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
分
数
を
習
う
年
齢
も
各
国
に

お
い
て
異
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
は
、

簡
単
な
分
数
は
小
学
校
二
年
生
か
ら
学

び
、
本
格
的
に
は
三
年
生
で
学
ぶ
の
に

対
し
、
他
の
国
は
四
年
生
で
学
ん
だ
り

し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
は
、
六
年
生
で

学
ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る（

＊
）。

　
学
習
障
害
は
、
我
が
国
で
は
、
基
礎

的
能
力
に
著
し
い
遅
れ
が
あ
る
こ
と
が

基
準
と
さ
れ
て
お
り
、
著
し
い
遅
れ
と

は
、
小
学
校
二
、
三
年
で
あ
れ
ば
、
一

学
年
以
上
の
遅
れ
、
小
学
校
四
年
以
降

は
二
学
年
以
上
の
遅
れ
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
学
ぶ
内
容
が
、
各
国
で

違
う
わ
け
な
の
で
、
同
じ
診
断
名
だ
と

し
て
も
、
発
達
の
状
況
が
違
う
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
で
は

五
年
生
で
分
数
が
で
き
な
く
て
も
学
習

障
害
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
Ｄ
Ｓ
Ｍ-

５-

Ｔ
Ｒ
で
は
、
自
閉
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
有
病
率
が
、
ア
フ
リ

カ
系
ア
メ
リ
カ
人
（
一
・
一
％
）、
ラ

テ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人
（
〇
・
八
％
）、

白
人
（
一
・
三
％
）
と
差
が
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
誤
診
や
診
断
の

遅
れ
や
、
過
小
診
断
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
文
化
や
環
境
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
知
能
検

査
も
母
国
語
で
、
翻
訳
が
さ
れ
て
い
な

い
国
々
も
あ
り
、
知
能
指
数
で
知
的
障

害
が
判
定
さ
れ
て
い
な
い
国
も
あ
る
。

　
知
的
障
害
を
含
む
発
達
障
害
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
文
化
に
よ
っ
て
状
況

が
異
な
り
、
支
援
の
方
法
も
異
な
っ
て

い
る
。
障
害
名
で
支
援
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
教
育
的
な
ニ
ー
ズ
と
は
何
か

を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
他
国
の
様
子

か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
日
本
の
特
別
支
援

教
育
を
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
も
で

き
、
さ
ら
に
、
我
が
国
も
他
の
国
に
情

報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
で
、
他
の
国

の
特
別
支
援
教
育
の
推
進
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
も
で
き
る
。
お
互
い
が
特
別

支
援
教
育
に
お
い
て
も
相
利
共
生
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
も
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
で
あ
ろ
う
。

　
二
〇
二
三
年
一
一
月
に
マ
カ
オ
で
第

二
六
回
ア
ジ
ア
知
的
障
害
会
議
が
開
か

れ
た
。
日
本
か
ら
は
、
研
究
発
表
を
し

た
り
、
本
人
発
表
を
行
っ
た
り
、
そ
の

家
族
な
ど
を
含
め
三
五
人
ほ
ど
参
加

し
、
積
極
的
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。

　
二
〇
二
九
年
に
は
、
日
本
が
ホ
ス
ト

国
と
し
て
第
二
九
回
ア
ジ
ア
知
的
障
害

会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
次
回

は
二
〇
二
五
年
台
湾
、
次
次
回
は
二
〇

二
七
年
韓
国
に
て
行
わ
れ
る
。
日
本
か

ら
多
く
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
。

（
＊
）

　https://w
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004.htm


